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         ･･･字が大きめ          ･･･中高生にも          ･･･図・写真が多い                        

気象病 －天候が健康を脅かす－ 

村山貢司 著 

日本放送出版協会 777円 (0011259557) 
 気象と病気の関係は深い。気温や湿度、気圧などの変化が直接からだに作用

したり、アレルギー物質や病原菌の繁殖を引き起こしたりして、病気の大きな原因

になる。そうした「気象病」について、気象予報士で、日本で初めて「花粉情報」や

「紫外線情報」の発信に関わった著者が解説。生活環境の変化と人体の関係、季

節ごとに注意すべき病気、気象情報の活用方法などをやさしく説く。正しい知識と

対策で健康を守ろうと語りかける。 〔498.4〕 

 ジャンル ： 自然・環境を考えるを 

世界飛び地大全 －不思議な国境線の舞台裏－ 

 ジャンル ： 歴史・文化に親しむ 

センセイの書斎－イラストルポ「本」のある仕事場－ 

 世界地図をよく見てみると、各地に国本土とつながっていない領土「飛び地」があ

ることがわかる。本書ではガザ地区からロンドンのホテルの一室まで、古今東西の

様々な飛び地をとりあげる。植民地支配や民族、宗教、思想の違いが生み出した

不思議な国境線の周囲では、様々なドラマが繰り広げられてきた。虐殺による民族

浄化など、人の過ちもあれば、笑ってしまうような国同士のやりとりもある。近現代

史をかつてない視点で照らした本だ。 〔319〕 

吉田一郎 著 

社会評論社 2520円 (0011262283） 

 

内澤旬子 著 

幻戯書房 2310円 (0011216514) 

 
作家や翻訳家、建築家など、本を使って仕事をするセンセイたちの書斎を紹介

する。登場するのは、南伸坊、養老孟司らの31例。見開きいっぱいのイラストは、

家具の配置や過ごす様子、本棚に並ぶ書名まで細かく書き込まれており、部屋の

主の人柄までもがにじみ出ているようだ。また、インタビューからは、本に対する

思い入れが伝わってきて興味深い。個性あふれるそれぞれの書斎。創造の空間 

をのぞいてみませんか。 〔910.26〕 

 ジャンル ： 暮らしにうるおいを 
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玄侑宗久 著 
文藝春秋 861円 (0011246918) 

 「最近の遺影は派手すぎるのでは」「厄落としやお守りは本当に効くのか」「死刑をどう考えたら」……。

僧侶(そうりょ)であり、芥川賞作家でもある著者が、おもに寺院関係者から寄せられる質問に次々と答え

る。どれも、お寺の中の悩みでありながら、不思議と多くの人に共通する大事な問題をはらんでいることに

気付かされる。著者いわく「生の専門家」であるお坊さんたちの問答から、生きるためのヒントを得てみて

は。 〔180.4〕 

 

 

 

 

薬師院仁志 著   

光文社 777円 (0011263110)  

 民主主義といえば、自由を尊重するアメリカ型が知られる。それを手本とした改革の結果、米国並みの

格差社会を迎えつつある日本。著者は別の選択肢として、平等を重視するフランス型を紹介する。雇用政

策や育児支援を例に、高福祉・高負担は単なる弱者救済ではなく、貧困率の低下や出生率の上昇といっ

た社会全体の利益をもたらすことを説明。自由と平等のどちらを優先するのか。それぞれの本来の意味を

明確にした上で問いかける。 〔311.7〕 

 

 

 

山本純士 著 

文藝春秋 756円 (0011264996) 

 病気や事故で長く入院する子どもたちを対象に、授業を病院まで届ける病院訪問教育。自称「出前教

師」の著者が、現場でのエピソードとともに病院内教育の歴史、問題点などをつづる。授業を受けることが

明日への希望だった脳腫瘍(しゅよう)の少女。重病をわずらったために、甘やかされ、友人ができない車

いすの少年。そんな子どもたちと悩み模索しながらも真摯(しんし)に向きあおうとする著者の姿が胸を打つ。

等身大の教師の姿がここにある。 〔378.4〕 

 

 

 

 

ジェーフィッシュ 著 久保田 信、上野俊士郎 監修 

技術評論社 1659円 (0011260097) 

 透明な体をふわりふわりと揺らめかせて、海中を漂う不思議な生き物、クラゲ。その生態はいまだ謎(な

ぞ)が多く、神秘に満ちている。本書では研究者や水族館の担当者、その他愛好家たちが、クラゲについ

てわかりやすく解説する。不老不死のクラゲや、池で突然大量発生するメカニズム、水族館での鑑賞ポイ

ントも紹介されていて、まるごと一冊クラゲを楽しめる本。癒されるだけではない、クラゲの魅力を感じてみ

ませんか？ 〔483〕 
 
 
 
丸谷才一、鹿島 茂、三浦雅士 著 

文藝春秋 1575円 (0011284845) 

 文学全集離れがすすむこの時代。もし今、新たな全集を作るなら？ 作家と評論家の３人がその想定の 

もとに開いた編纂(へんさん)会議が、本書である。著者たちが交わす豊かな文学的知識や編纂上の意見 

交換だけでも文学論・文学紹介書としての価値がある。それに加えて「ブロンテ姉妹は少女マンガの元祖」 

等の新解釈も面白い。架空の全集づくりのはずなのに、むきになってひいきの作家の擁護論を述べたてる 

著者たちのさまに、思わず笑みがもれる。 〔904〕 

 

 

日本とフランス二つの民主主義 －不平等か、不自由か－ 

授業の出前、いらんかね。 

クラゲのふしぎ －海を漂う奇妙な生態―                    

文学全集を立ちあげる 

 ジャンル ： 子どもの成長のために 

 ジャンル ： 自然・環境を考える 

 ジャンル ： 知識・教養を深める 

 ジャンル ： 現代社会を見つめる 

 ジャンル ： 生き方・考え方に学ぶ 

お坊さんだって悩んでる 


